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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

ホームページ等で配信登録された方にお送りしています。 

アドレスを登録した覚えのない方、登録内容の変更、配信停止は【管理者から 

のお知らせ】をご覧ください。このメールアドレスは配信専用のため、返信で 

きませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   今月号のトピックス 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

第３５号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □来て☆見て☆はっけん！ほくそうけん公開デーを開催します 

  

■研究紹介 「発泡プラスチック断熱材を用いた木造壁体の防耐火性能」 

 

■最近の研究所の動き 

 □平成２４年度前田工学賞を受賞しました 

 □ＩＦＣＡＡ２０１２札幌国際防火・防災展で講演を行いました 

 □日本建築学会北海道支部第８５回研究発表会が開催されました 

  □論文発表と学会発表 

 □６月の業務報告 

 □構造計算適合性判定センターから 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   イベントのお知らせ 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 



 

■【来て☆見て☆はっけん！ほくそうけん公開デーを開催します】 

 

 日 時 平成２４年８月４日（土）１０：００～１６：００ 

 場 所 北方建築総合研究所（旭川市緑が丘東１条３丁目１－２０） 

 

先月号で開催のご案内をさせていただきましたが、詳しい内容が決まりました。 

今年度は１１の常設の体験・展示コーナー、コンクリート小物づくりやクイズ 

大会の開催などを行い、建築について楽しく学ぶことが出来るイベントになっ 

ております。 

詳しい内容については、ホームページをご覧ください。 

http://www.nrb.hro.or.jp/120804koukai.html 

 

また、今年度も道総研の上川管内３機関（林産試験場、北方建築総合研究所、 

上川農業試験場）の３週連続リレー開催を行います。 

スタンプラリーを行い、３箇所ご来場いただいた方には、すてきな記念品をお 

渡しする予定ですので、多くの皆様のご来場をお待ちしております。 

 

（企画課 神田） 
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   研究紹介「発泡プラスチック断熱材を用いた木造壁体の防耐火性能」 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

この研究は、木造壁体に発泡プラスチック断熱材を用いた場合、断熱材は壁体 

の防耐火性能にどのような影響を与えるのかを明らかにする研究です。 

実は、昨年 7月号に、同じ題名で、研究紹介をしました。 

その際、木造壁体に発泡プラスチック断熱材を用いた場合、可燃物が増えるわ 

けで、危険性は高まるという考え方と、断熱性能が効いて、火災の熱や炎を防 

ぎ、火災の安全性はさほど損なわれないという考え方がありどちらが正しいの 

か分かっていないというお話をしました。 

あれから１年経って、この研究を通じて、その答えが徐々に分かってきました。 

木造壁体に発泡プラスチック断熱材を用いた場合、加熱を受けると壁体内の発 

泡プラスチック断熱材は溶けたり、ガス化したりします。しかし、燃えにくい 

不燃性の内外装面材によって、面材の脱落がなく、断熱材をしっかりと被覆し 

た状態をずっと保持できれば、壁体内の断熱材への着火が起こりにくいことが 

分かってきました。 

従って、木造壁体に発泡プラスチック断熱材を用いる場合、燃えにくい不燃性 

の内外装面材を用いて、しっかり留め付けることが、防火上、大変重要になり 

ます。 

発泡プラスチック断熱材は確かに可燃物で火に弱いですが、火に強い不燃性の 

内外装面材でしっかり守ってあげることが何よりも大切になるわけです。 



 

（環境科学Ｇ 糸毛） 
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   最近の研究所の動き 
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■【平成２４年度前田工学賞を受賞しました】 

 

環境科学部構法材料グループの谷口研究主任が、公益財団法人前田記念工学振 

興財団の「平成 24 年度 前田工学賞［建築分野］を受賞しました。 

前田工学賞は、工学のうち土木及び建築に関する学術研究において著しい成果 

をあげた研究者を顕彰するために設けられたもので、博士の学位取得の際に提 

出される学位論文を選考対象に学問的にも、社会的にも、また有用性の点から 

も優れた論文が選ばれます。 

受賞対象となった谷口研究主任の学位論文は、「各種セメントを用いたコンク 

リートの強度増進性状に及ぼす温度・時間影響に関する研究」と題して平成２ 

３年に室蘭工業大学に提出されたもので、寒中コンクリート施工におけるコン 

クリート強度増進等の様々な課題についての実験的・論理的秀逸さにあわせ実 

用性の高さが認められたものです。 

この研究成果の一部はすでに、日本建築学会寒中コンクリート施工指針・同解 

説に取り入れられ、実務の現場で活用されています。 

 

（構法材料Ｇ 吉野） 

 

■【ＩＦＣＡＡ２０１２札幌国際防火・防災展で講演を行いました】 

 

去る６月２２～２３日に標記展示会が札幌コンベンションセンターで開催され 

ました。  

当所からは、防災講演会において「地震災害から身を守る～住宅耐震化のスス 

メ」と題して性能評価課長の南慎一が講演を行いました。会場では、消防関係 

車両や防災資機材の展示が行われており、多くの親子連れでにぎわっていまし 

た。東日本大震災を契機に市民の防火・防災に関する関心が高まっていますの 

で、今後も防災に関する企画に積極的に関わっていくこととします。 

 

（性能評価課 南） 

 

■【日本建築学会北海道支部第８５回研究発表会が開催されました】 

 

去る６月３０日～７月１日、北総研において、日本建築学会北海道支部第８５ 

回研究発表会が開催されました。 

道内外から１４１編の論文の投稿があり、４つの会場に分かれて、発表・討論 



を行いました。北総研からは２３編（共著を含む）を投稿し、１６名の職員が 

発表を行いました。初日の最高気温は３１．９℃、２日目は３０．９℃と、旭 

川らしい暑さの中での開催となりましたが、アトリウム、プレゼンルーム、Ｂ 

会議室、多目的ホールの４会場に分かれての各セッションの研究発表では、活 

発な質疑討論が行われていました。恒例の特別企画では「大きな自然と厳しい 

自然災害、そして我々にできる４つの対策」と題して、日本建築学会の和田章 

会長による講演が行われました。また懇親会には、学生さんを含め多くの会員 

の皆さんに参加いただけました。 

実行委員会による運営には至らない面も多々あったかと思いますが、開催に当 

たりご協力いただいた皆様に感謝申し上げます。 

 

（環境Ｇ 立松） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【発表論文と学会発表】 

 

【学会発表】 

第７回雪工学国際会議 

 

□SNOWDRIFTS ON AND AROUND BUILDINGS BASED ON FIELD MEASUREMENT 

 T.TSUTSUMI, T.CHIBA, T.TOMABECHI 

 Proceedings of the 7th International Conference on Snow Engineering,  

 pp9-17, 2012.6 

 

□CHARACTERIZATION OF SNOW-RELATED ACCIDENTS BASED ON ANALYSIS OF 

 METEOROLOGICAL CONDITIONS IN HOKKAIDO 

 Y. ABE, T. TSUTSUMI, A. TAKAHASHI 

 Proceedings of the 7th International Conference on Snow Engineering,  

 pp359-370, 2012.6 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【６月の業務報告】 

 

平成２４年６月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験  ２２件（累計 ７２件） 

設備使用    ４件（累計 １８件） 

性能評価    ２件（累計  ４件） 

 



□施設見学（担当：企画課） 

件数     ８件（累計 １０件） 

人数    ８６名（累計１０３名） 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数     ８件（累計 ４０件） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【構造計算適合性判定センターから】 

  

□６月の判定業務 

受付   ３１件（３７棟） 

結果通知 ３８件（４８棟） 

  

６月の判定依頼は、倉庫・車庫８件、共同住宅７件、工場等６件の他、店舗、 

事務所等でした。 

 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均は３８．４日、実判定日数 

（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均は１２．２日でした。 

 

 

（構造判定Ｇ 十河） 

  

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

【編集後記】 

  

今夏の電力不足に備え、先日、北電が計画停電のグループ区分けを公表しまし 

た。一部医療機関のある区域を除き、すべての北電の契約先が計画停電対象と 

なります。 

当所においても、万一に備え、実験設備の長時間連続運転が必要な研究におい 

ては、対策を検討しているところです。 

さて、来る８月４日（土）は北総研施設の公開デーとなっています。土日は計 

画停電が行われないということで一安心。 

今年も、小さなお子さんが楽しめる体験型のイベントも予定していますので、 

是非ご家族でお越しください。 

 

(企画課 細谷） 
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   管理者からのお知らせ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


